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島. 
 
池田和彦. HMGA2とMPN. 第80回日本血液学会学術集会; 20181013; 大阪. 
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北澤淳一. 【教育講演】輸血療法. 第60回日本小児血液・がん学会学術集会; 20181114-16; 京都. 
 
〔招待講演〕 
 
Nollet KE. Ham Radio in Hell and High Water: Lessons from Japan’s Earthquake, Tsunami, and Nuclear 
Crisis. TIARA Monthly Meeting; 20180216; Tokyo. 
 
Nollet KE. Hematology in Hell and High Water: Lessons from Japan’s Earthquake, Tsunami, and Nuclear 
Crisis. (Collaborative Meeting with Guests from Ministry of Public Health of Afghanistan, Kanazawa 
University, and University of London); 20180703; Fukushima. 
 
〔その他〕 
 
鈴木裕子. 病理剖検輯報から見た内臓真菌症 特に血液疾患について. 埼玉真菌感染症セミナー; 20180316; 川越. 
 
川畑絹代. Meet the Expert 7 母児間血液型不適合妊娠における輸血検査. 第66回日本輸血・細胞治療学会総会; 
20180524-26; 宇都宮. 
 
池田和彦, 小松則夫, 村松 到, Srdan Verstovsek. MPNにおけるDecision Makingの分岐点. MPN Forum 
2018; 20180630; 東京. 
 
池田和彦. 第5回：HU治療中に血小板減少を呈したPVの治療方針. 3分で学ぶ！MPN診療におけるポイント

（web動画）; 201806; m3.com配信. 
 
池田和彦. 第6回：HU治療中にヘマトクリット高値を呈したPVの治療方針. 3分で学ぶ！MPN診療における

ポイント（web動画）; 201806; m3.com配信. 
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〔原 著〕 
 
菅家智史, 来住知美, 中山明子, 吉田 伸, 杉谷真季, 堀越 健, 吉本 尚. ジェネラリスト80大学行脚プ

ロジェクト 立ち上げから5年間の歩み. 日本プライマリ・ケア連合学会誌. 201809; 41(3):110-117. 
 
葛西龍樹. プライマリ・ヘルス・ケアとプライマリ・ケア 家庭医・総合診療医の視点. 国際保健医療. 201806; 
33(2):79-92. 
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